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新年度にあたり 校長  藤 田  博 史

三笠高校の令和４年度がいよいよスタートしました。４月８日(金)には午前中に着任式、始業式が、午後に

は入学式が行われました。年度のスタートにあたり始業式では、私から新２、３年生に向けて、本校の校訓で

ある「敬愛・創造」について、学校全体の目標ととらえ、周りの人への配慮と敬いの心を、また、理想とする

将来像に自分自身を造りあげる意識をもって学校生活を送ってほしいとの願いを込めて話しました。また、入

学式では大いなる志と夢を持った４０名の新入生を迎え、式辞の中では、始業式と同様に校訓について触れ、

さらに「ミカサプライド」と呼んでいる、校訓の２つに「自律」を加えた本校の３つの柱と、「食のプロフェ

ッショナル」としての意識を自ら育て、学び、成長し続けることの大切さを話しました。 

 私は４月に校長として着任したばかりです。これまで、増毛高校→札幌厚別高校→札幌白石高校→新得高校

(教頭)→室蘭東翔高校(教頭)→千歳高校(副校長)→蘭越高校(校長)と７校に勤務し、今年度教員として３３

年目の勤務となります。時代や子どもたちの気質の変化、情報化社会の進展による社会環境の変化、また、近

年の感染症による社会生活の変容など、年々学校を取り巻く環境も大きく変わり、今後も先がなかなか見通せ

ない時代と言えます。しかし、どの時代においても生徒達は一度しかない高校生活を謳歌し、学習に、進路目

標の実現に、部活動にと一生懸命に取り組んできました。令和４年度、三笠高校は新学習指導要領に沿った教

育課程の実施、新たな評価方法の導入、ＩＣＴ機器の効果的な活用など新たな取り組みの他、部活動を含め、

感染症対策をしっかり講じながら、これまで積み重ねてきた取組を充実発展できるよう、教職員や生徒達と共

に考えながら、努めてまいります。 

 また、本校は平成２４年に三笠市立の高校として開校し、本年度は１１年目を迎え、１１月２３日には創立

１０周年記念式典の実施を予定しています。開校に向けた三笠市、地域の方々、ご尽力された先人の方々の思

いと期待を胸に刻み、次の 10年に向けた更なる発展と新たな歴史を積み重ねられるよう、また、生徒達、学

校、地域のために、できることをしっかり努力してまいります。今後とも本校の教育活動に対して、ご理解と

ご支援をいただきますようお願いいたします。 

 

 

４月８日（金）、第 11回入学式が行われました。男子 15名、女子 25名の新入生の皆さんは少し緊張した面持ち

ではありましたが、真新しい制服に身を包み、担任の小笠原先生の呼名にもしっかりと応え、三笠高校生としてそ

の第一歩を踏み出すことができました。新入生代表の八幡藍来さんからは「三笠高校の生徒として誇りを持ち、家

族や先生方に恥じることのないよう、一つ一つの行動に責任を持ち、自立した高校生活を送れるように心がけてい

くことを誓います。」と宣誓の言葉がありました。今後に期待が持てる素晴らしい入学式でした。 

 

↑ 入学した１１期生の皆さん 

↑ 11期生担任の 

小笠原先生による 

黒板アート 

↑ 呼名する 

小笠原先生 

黒板アー

ト 

↑ 新入生代表を代表して宣誓する 

八幡藍来さん 

黒板アート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 火 実習服・包丁貸与式 

  尿検査（１次） 

20 水 X線・心電図検査(１年のみ) 

   

21 木 交通安全教室 

   

25 月 身体測定 

  ライフスキルアップ講座 

29 金 昭和の日 ＰＴＡ総会・授業参観日  

  午前授業（給食なし）・文書発送日 

４月１１日（月）５・６校時は「新入生対面式」が

実施されました。入場時には緊張気味だった新入生の

表情にも、次第に笑顔が見られるようになりました。   

生徒会から学校行事のことや委員会活動について、

パワーポイントを使った説明がありました。その後、

生徒会企画の交流会があり、アイスブレイクで自己紹

介などを楽しみました。3年生の寺島君は「思ったよ

りも 1 年生に楽しんでもらえたのではないかと思い

ます。」と感想を 

述べていました。 

 1年生を代表し、 

石山なつきさんが 

お礼の挨拶をしま 

した。 

 

 

４月１２日（火）6校時、スマホ・ケータイ安

全教室が行われ、ＭＡＫＩＮＯ・ＩＴソリューシ

ョン牧野修一様よりお話をしていただきました。 

スマホは便利であるだけでなく、使用の仕方を

間違えるとネット依存やネットいじめなど、多く

の被害にあう恐れがあることを丁寧に説明して

いただきました。 

スマホ利用の際には、ルールの決めることや 

送信前に確認 

することなど、 

当たり前のこ 

とを確実に行 

うことの大切 

さを再確認で 

きました。 

４月８日（金）、着任式と始業式が行われました。進級した生徒は 

春休み前よりも少し先輩らしくなったように思いますが、「まだまだ 

1年生のような気がする」と言っている生徒もいました。 

 着任式では赴任された先生方の挨拶を聞きました。新たな出会いに 

喜び、今年度の学校生活がますます楽しみになったのではないかと思 

います。始業式では校長先生からの話を聞き、改めて校訓を見直し、 

三笠高校生としての自覚を持ち直すきっかけになったと思います。 

 これから生徒がどのように成長していくか、楽しみです。 

４月の店舗営業について 

ＭＩＫＡＳＡ COOKING ＥＳＳＯR 

まごごろきっちん・Ｃｈｅｒｉｅ 

 

残念ながら営業はありません。 

その間、生徒たちは部活動の中で 

商品開発・接客練習に励んでいます。 

どうぞ今後の店舗再開をお楽しみに！ 

交流会をグループごとで楽しみました 説明を聞く生徒達 

★第７２号以降の発行については、データ発信とさせていただきます。ＨＰにてご確認ください。 



 

【管理職】 

校 長  藤田 博史 

教 頭  村上 謙二 

事 務 長  杉山 充 

【分掌】 ※ ◎は部長等 

教    務    部 ◎浅野 晶菜・水野 未歩・山本 哲章・明石 絵美・工藤 美咲・小笠原 菜穂子 

指導部（生徒・進路） ◎加賀  彰・鈴木 多恵・斎田 雄司・吉井 拓郎・黒原 有香 

 学      科 ◎斎田 雄司・水野 未歩・鈴木 多恵・明石 絵美・竹内 奈生美・江上 亜樹 

P  T  A ◎吉井 拓郎・小笠原 菜穂子 

【学年】 

 担 任 副担任 学年付 

１  学  年 小笠原 菜穂子 吉井 拓郎 浅野 晶菜 明石 絵美 江上 亜樹 

２  学  年 工藤 美咲 鈴木 多恵 斎田 雄司 黒原 有香  

３  学  年 山本 哲章 水野 未歩 加賀  彰 竹内 奈生美  

【事務室】 

事 務 係  小林 美聖 

事 務 係 事 務 員  原 こずえ 

【寮舎監】 

幾  心  寮 鈴木 誠也 ・ 黒畑 一郎 

爽  風  寮 赤間 道子 ・ 高嶋 啓子 

【部活動顧問】 

調 理 部  ◎斎田 雄司・竹内 奈生美・黒原 有香・吉井 拓郎 

製 菓 部  ◎鈴木 多恵・江上 亜樹・工藤 美咲・水野 未歩・明石 絵美 

地 域 連 携 部  ◎山本 哲章・加賀  彰・浅野 晶菜・小笠原 菜穂子 

 



 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤田 博史 校長 

後志管内の蘭越高校から着任し、教員として３３年目を迎えました。食の

スペシャリストを育てる食に関する学科を持つ道内唯一の公立高校に勤め

ることの責務を強く感じています。子どもたちが明るく元気に活躍できる

環境づくりに努めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉本 充 事務長 

三笠市役所から人事異動により着任しました杉山です。新しい環境にまだ

不慣れではありますが、校長先生をはじめ教職員の方々に支えていただ

き、また笑顔で挨拶をしてくれる生徒達に元気をもらいながら日々を過ご

しています。生徒達のために少しでも多くのことをサポートできるよう頑

張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉井 拓郎 先生 

この度、渡島管内の福島商業高校より着任しました、保健体育科の吉井拓郎

と申します。ニュースで見ていた三笠高校で働くことができて大変光栄で

す。１日も早く慣れて三笠のために尽力したいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅野 晶菜 先生 

今年度より育休から復帰しました。始めての育児は愛おしくも大変な日々

で、改めて保護者の皆様への尊敬の念を抱いているところです。生徒一人ひ

とりに寄り添った支援ができるよう努めて参りますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 
手嶋 哲子 先生 

本年度より、「公衆衛生」を担当します。これまで、町村役場の管理栄養士

を経て北海道文教大学で管理栄養士の養成に携わってきました。高校生への

授業は初めてですが、生徒の皆さんと楽しく授業をしたいと思っています。

どうぞよろしくお願いします。 

 


